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　令和４年の町議会議員選挙が無投票、定数割れであったことを受け、議会改革を推進す
るための議会改革調査特別委員会を令和６年５月に設置しました。町民が意見を出しや
すく、多様な考えが届く議会にするために取り組んできた内容を紹介します。

議会改革の“いま”と“これから”

　令和８年 4 月執行予定の町議会議員選挙まであと 1 年です。それま
でに議会の魅力向上と更なる情報発信に努め、次期選挙までに多くの方
が立候補できる環境を整えたいと考えています。

委員長のひとこと

町民に開かれた議会を目指して

これまでの取組

　令和５年７月に議会運営委員会で宮城
県大和町議会、柴田町議会を訪問し、議会
改革の取組を調査しました。

　大学生が見た議会の様子、町内を巡って
感じた思いをもとに意見交換を実施しま
した。

先進地視察 神戸国際大学との連携

令和６年度の取組

町民が意見を出しやすく、多様な考えが届く議会
議会改革の取組を進め、

を目指します！

これからの取組

　町民の議会への関心を高め、議会の活性
化を図る目的で、町民がゼミナール生とな
る「神河町議会のあり方ゼミナール」を開
催しました。第１ステージの詳細は２～４
ページで紹介しています。

　議員報酬の適正化を検討する材料とし
て、住民との対話や資料作成など目には見
えない議員活動を数値化する活動を行い
ました。

神河町議会のあり方ゼミナール
（第１ステージ）の開催

議員報酬の改善調査

　ゼミナール生が議員になるとしたとき
の町の課題は何か、選挙公約に何を掲げる
かを議員と一緒に考え、模擬議会で町の執
行部に対して政策提言（一般質問）を行い
ます。

　議員報酬の改善調査の結果から、神河町
議会議員の適切な議員報酬・定数を導き出
します。また、各地域での議員報告会を行
います。

神河町議会のあり方ゼミナール
（第２ステージ）の開催

議員報酬の適正化・定数の見直し

　親しまれる議会だよりを目指し、No.81
からリニューアルしました。

議会だよりのリニューアル

　住民の声を町政に反映させるため、政策
提言を２回行いました。議会だよりNo.82
に提言後の町の取組を掲載しています。

　町内で活動されている少人数の団体や
グループ等を対象に意見交換会を開催し
てきました。

常任委員会による政策提言 意見交換会の裾野を広げる

　令和４年からYouTubeで本会議の様子
を公開しています。お持ちのパソコンやス
マートフォンでいつでも視聴できます。

　合理的な議会運営を行うため、令和３年
８月からタブレット端末を導入し、資料の
閲覧、スケジュール管理を行っています。

YouTube 動画配信 タブレット端末の導入

小寺俊輔委員長

┃

　特
集
記
事
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　令和４年からYouTubeで本会議の様子
を公開しています。お持ちのパソコンやス
マートフォンでいつでも視聴できます。
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伊豆市議会の行政視察の様子

橋本市議会の行政視察の様子

甲佐町議会の行政視察の様子

　令和5年11月6日に県町議会議長会
主催の「議員研究会」が兵庫県民会館
で開催され、10名の議員が参加しまし
た。（一社）地方公共団体政策支援機
構代表理事の長内紳悟氏から「質疑・
質問のあり方」のテーマで講演を受け
ました。

議員研究会に参加

　令和５年10月から11月にかけて各市
町議会から神河町議会に行政視察訪問が
ありました。視察に来られた議会は次の
とおりです。
　行政視察ではテーマに基づき、当町の取
組状況を説明し、意見交換を行いました。

●和歌山県橋本市議会（10月４日来町）
テーマ　「優良賃貸住宅等若者向け住宅
施策について」

●埼玉県神川町議会（10月11日来町）
テーマ　「災害時の対策、取組及び相互
援助協定について」

●静岡県伊豆市議会（10月18日来町）
テーマ　「Resort によん in 神河の廃校
跡地利用について」

●熊本県甲佐町議会（11月20日来町）
テーマ　「移住定住施策について」

各市町議会が行政視察訪問

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

「意見交換会」「意見交換会」を開催しました

第３期健康増進・食育推進
計画のさらなる取組強化を。

令和７年度のオーガニック
ビレッジ宣言を目指しま
しょう。

町内で有機農業に取り組む
地域（オーガニックビレッ
ジ）を設定し、有機農業に
取り組むモデル地区にして
はどうか。

食育、給食に対して重点的
に予算をつけてほしい。

町内の有機農業者を支援す
る補助制度を。

学校給食のオーガニック化
を目指すため、有機給食推
進協議会を立ち上げてはど
うか。

町内商工業者の発展が町の活
性化にも寄与している。
商工業者、商工会への町の支
援を。
商工会会長　片岡 仁さん

オーガニックとは・・・
農薬や化学肥料に頼らず、太
陽・水・土地・そこに生物な
ど自然の恵みをいかした農林
水産業や加工方法。

その他の意見
自分が所有している田んぼに家を建てた
いが、ほ場整備が原因で建てられないと
聞く。空き土地も少ないため、家を建て
る土地がない。

　食は健康、環境、教育、経済、
全てに付随
しています。
　物が飽和
しているこ
の時代だか
らこそ、本
当に大切な
ものは何か
考えていき
たいです。

神河オーガニック推進会
竹ノ内
　陽祐さんの

ひとこと

町内に空き土地が少なく、若
い人が家を建てられないと聞
く。空き家は多いので、空き
家解体費用の補助を。
商工会理事　森本 恭平さん

町内団体で、商工会青年部が
最も人口増に貢献していると
思う。青年部員を増やす取り
組みが最も必要ではないか。
商工会理事　森本 敬司さん

商工会では創業前に経営の
ノウハウを学んでいただく
創業セミナーを実施してい
る。創業後の創業者への経
営面での支援が必要。

商工会事務局長　
岸本 薫さん

神河町商工会（11/14 開催）

神河オーガニック推進会（10/20 開催）

10月20日と11月14日にそれぞれ意見交換会を開催しました。
いただいたご意見、ご提案を参考にし、町へ働きかけをしていきます。
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越知川の除草、河床整正の前後

藤原 晃一郎さん藤原 すずよさん小林 裕介さん稲川 恭子さん

森本 恭平さん藤原 由勝さん宮本 善郎さん田中 博士さん

施工後 施工前

堀田 侑吾さん篠田 猛斗さん重見 太一さん宅見 幸大さん 中村 智彦教授

令
和
５
年
度
決
算
見
込

み
は
赤
字
で
あ
る
が
、前

年
度
に
続
き
、施
設
利
用
料
３

５
５
万
円
の
減
免
の
申
し
出

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。こ
の

ま
ま
損
失
を
許
す
の
か
。行
政

も
指
定
管
理
者
も
、真
剣
に
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

指
定
管
理
者
に
は
、
再

度
、
町
の
考
え
方
や
運

営
方
針
を
し
っ
か
り
伝
え
て
、

対
等
の
立
場
で
協
議
し
運
営

に
当
た
り
た
い
。

ア
グ
リ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推

進
事
業ア

グ
リ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
神
河
㈱
へ
の
支
援
は

い
つ
ま
で
行
う
の
か
。

作
畑
区
の
イ
チ
ゴ
ハ
ウ

ス
の
耐
用
年
数
が
終
わ

る
ま
で
、
令
和
７
年
が
ひ
と

つ
の
目
安
に
な
る
。

　
事
業
を
撤
退
す
る
か
し
な

い
か
は
、
事
業
者
の
判
断
に

任
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

 

貝
野
地
内
、
越
知
川
の
河

川
敷
内
の
伐
木
、除
草
、河
床

整
正
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
犬
見
川
の
伐
木
、
除
草
は

令
和
５
年
度
中
に
、
河
床
整

正
は
令
和
６
年
度
に
実
施
予

定
で
調
整
し
て
い
ま
す
。

貝
野
地
内
、
越
知
川
の

河
川
浚
渫
工
事
で
、河
川

内
の
土
砂
は
外
へ
持
ち
出
せ

な
い
の
か
。

県
管
理
河
川
で
は
、
砂

利
組
合
と
の
絡
み
が
あ

り
、
土
砂
を
外
へ
持
ち
出
せ

な
い
。そ
の
た
め
、河
川
内
で

敷
均
し
を
す
る
。

　
地
籍
調
査
事
業
は
、
順
調

に
進
捗
し
て
い
ま
す
。

道
の
駅「
銀
の
馬
車
道
・

神
河
」
で
銀
の
馬
車
道

の
遺
構
や
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の

場
所
の
明
示
、周
辺
順
路
の
整

備
等
が
必
要
で
あ
る
が
、
何

か
対
策
は
あ
る
か
。

２
月
６
日
開
催

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
へ
は
、 

大
変
遠
回
り
を
す
る
導

線
と
な
っ
て
い
る
。
順
路
を

明
示
す
る
こ
と
で
、
一
番
近

道
と
な
る
民
家
の
敷
地
内
を

無
断
で
通
り
、
ト
ラ
ブ
ル
に

な
ら
な
い
か
と
心
配
も
あ
る
。

　
ひ
と・ま
ち・み
ら
い
課
と

も
相
談
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

指
定
管
理
施
設
関
係

（
ホ
テ
ル
モ
ン
テ
・
ロ
ー
ザ
）

指
定
管
理
者
の
㈱
田
舎

暮
し
が
、吸
収
合
併
と
の

こ
と
だ
が
、
状
況
は
。

㈱
田
舎
暮
し
が
、
合
理

化
や
効
率
化
、
持
続
化

を
優
先
し
て
い
き
た
い
と
の

思
い
で
、
今
模
索
中
で
あ
る
。

（
グ
リ
ー
ン
エ
コ
ー
笠
形
）

２
月
４
日
か
ら
23
日
ま

で
の
20
日
間
、
グ
リ
ー

ン
エ
コ
ー
笠
形
が
臨
時
休
業

と
の
こ
と
だ
が
、
理
由
は
。

２
月
３
日
付
の
料
理
長

の
退
職
に
伴
い
、
レ
ス

ト
ラ
ン
メ
ニ
ュ
ー
の
再
構
築

の
た
め
、
臨
時
休
業
の
申
し

入
れ
が
あ
っ
た
。

意
見
交
換
会

意
見
交
換
会

議
会
本
会
議

議
会
本
会
議

初
め
て
傍
聴
！

初
め
て
傍
聴
！

大
学
生

大
学
生

大
学
生

大
学
生

を
開
催
！

　
１
月
30
日
に
神
河
町
商
工
会
「
次
世
代
プ
ラ
ン
創
造
委
員
会
」
と
意
見
交
換
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
主
な
意
見
は
次
の
と
お
り
で
す
。
い
た
だ
い
た
意
見
、
提
案
を
参
考
に
し
、

町
へ
の
働
き
か
け
、
議
会
改
革
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
多
様
な
人
が
活
躍
で
き
る
魅
力
あ
る
町
政
を
目
指
し
、
議
会

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
取
組
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
神
戸
国
際
大
学
と
連
携
し
、

12
月
６
日
の
本
会
議
を
傍
聴
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

町
外
の
若
者
目
線
で
提
案
を
受
け
ま
し
た
。
提
案
を
も
と
に
、

議
会
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
議
員
の
な
り
手
不
足
解
消
に
つ
な

げ
て
い
く
と
と
も
に
、
議
員
自
身
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
力
す

る
こ
と
も
踏
ま
え
、
町
民
の
皆
様
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

結
婚
の
た
め
の
出
会
い
の
場
、
機
会
を
つ
く
っ
て

ほ
し
い
。

結
婚
、
出
産
時
の
補
助
金
な
ど
に
つ
い
て
、
分
か

り
や
す
く
説
明
し
て
ほ
し
い
。

若
者
が
ず
っ
と
働
け
る
環
境
づ
く
り
を
。

土
・
日
や
夜
間
の
交
通
の
便
の
悪
さ
を
解
消
で
き

な
い
か
。

住
宅
や
店
舗
づ
く
り
の
た
め
に
農
地
転
用
等
を
簡

素
化
で
き
な
い
か
。

迷
惑
駐
車
や
ゴ
ミ
の
問
題
が
あ
り
、
有
料
化
し
て

町
や
地
域
の
収
益
に
で
き
な
い
か
。

町
政
に
関
心
が
な
い
の
が
、
議
員
の
定
数
割
れ
の

原
因
で
は
。

議
員
の
活
動
報
告
等
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
す
る
な
ど

し
、
住
民
と
議
員
の
敷
居
を
低
く
し
て
は
。

子
ど
も
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
各
学
校
で
出

前
議
会
な
ど
を
行
っ
て
み
て
は
ど
う
か
。

議
会
に
対
し
て
難
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た

が
、
実
際
に
傍
聴
し
て
み
る
と
居
眠
り
を
し

た
り
、
政
党
や
派
閥
が
い
が
み
合
っ
た
り
す

る
こ
と
も
な
く
、
生
活
に
関
す
る
内
容
を
真

面
目
に
決
め
て
い
る
こ
と
に
関
心
が
湧
い
た
。

町
民
も
も
っ
と
議
会
に
関
心
を
持
つ
べ
き
だ

と
思
う
。

現
在
の
議
員
の
な
り
手
不
足
を
解
消
す
る
に

は
、
議
員
の
兼
業
規
定
や
給
与
体
系
の
見
直

し
も
必
要
で
は
な
い
か
。

町
政
に
関
心
を
持
つ
た
め
に
、
小
学
校
、
中

学
校
の
授
業
に
議
会
の
傍
聴
を
取
り
入
れ
、

将
来
の
議
員
の
養
成
に
役
立
て
て
み
て
は
ど

う
か
。

が

を

産
業
建
設
常
任
委
員
会

建
　
設
　
課

地
　
籍
　
課

農
林
政
策
課

ひ
と
・
ま
ち
・
み
ら
い
課

神河町議会だより　80号13 神河町議会だより　80号 12

常
任
委
員
会
は
、
３
か
月
ご
と
に
各
課
事
業
の
進
捗
状
況
と
重
要
事
業
の
調
査
を
し
て
い
ま
す
。

議

会

の

活

動

委
員
会
の
活
動
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議案等の審議結果
◆全員賛成で同意・可決した議案等◆ 第１１６回定例会（１２月６日～１２月２０日開催）

報告番号 件　　名

第６号 専決処分の報告の件（交通事故に係る損害賠償の額の決定及びその和解）               

議案番号 件　　名

第８９号

第９０号

第９１号

第９２号

第９３号

第９４号

第９５号

第９６号

第９７号

第９８号

第９９号

第１００号

第１０１号

第１０２号

第１０３号

第１０４号

第１０５号

第１０６号

第１０７号

第１０８号

第１０９号

第１１０号

第１１１号

第１１２号

第１１３号

第１１４号

第１１５号

第１１６号

第１１７号

第１１８号

第１１９号

神河町教育委員会教育長の任命の件

神河町教育委員会委員の任命の件

神河町固定資産評価審査委員会委員の選任の件

神河町固定資産評価審査委員会委員の選任の件

神河町固定資産評価審査委員会委員の選任の件

神河町小中学校等入学子ども未来応援支援金支給条例制定の件

神河町印鑑条例の一部を改正する条例制定の件

神河町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例制定の件

神河町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例制定の件

神河町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定の件

神河町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制定の件

神河町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定の件

神河町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定の件

神河町空家等の適正管理及び利活用の促進に関する条例の一部を改正する条例制定の件

神河町立学校設置条例の一部を改正する条例制定の件

神河町下水道事業の設置等に関する条例及び神河町下水道事業に地方公営企業法の一部を適用する条例の一部を改正する条例制定の件

神河町公の施設（神河町ケーブルテレビネットワーク施設）の指定管理者指定の件

令和５年度神河町一般会計補正予算（第６号）

令和５年度神河町介護療育支援事業特別会計補正予算（第３号）

令和５年度神河町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）

令和５年度神河町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３号）

令和５年度神河町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

令和５年度神河町訪問看護事業特別会計補正予算（第２号）

令和５年度神河町長谷地区振興基金特別会計補正予算（第１号）

令和５年度神河町浄化槽事業特別会計補正予算（第２号）

令和５年度神河町水道事業会計補正予算（第３号）

令和５年度神河町下水道事業会計補正予算（第３号）

令和５年度公立神崎総合病院事業会計補正予算（第３号）

中播公平委員会委員の選任の件

神河町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定の件

令和５年度神河町一般会計補正予算（第７号）

議
会
だ
よ
り
か
み
か

わ
第
78
号
の
記
事
の

訂
正
に
つ
い
て

　
議
会
だ
よ
り
か
み
か

わ
第
78
号
の
７
ペ
ー
ジ

の
定
例
会
議
案
審
議

諮
問
〔
人
権
擁
護
委
員

の
推
薦
〕
で
岡
部
久
美

代
氏
の
任
期
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。

　
正
し
く
は
、
平
成
30

年
か
ら
２
期
６
年
間
の

お
務
め
と
な
り
ま
す
。

　
お
詫
び
し
て
訂
正
し

ま
す
。

政策提言の流れ

⬇

⬇

⬇

⬇

8月下旬～9月上旬

9月中旬～下旬

10月中旬

10月 31日

今　後

問題整理・発見

分 析 ・ 討 論

提案立案・討論

政　策　提　言

検 証 ・ 評 価

　各常任委員会では、令和５年８月から令和６年
度予算に対する政策提言を協議してきました。町
の課題についてテーマを選定し、調査・研究を重
ね、総務文教常任委員会と民生福祉常任委員会で
それぞれ２項目の政策提言をまとめました。
　提言書は 10 月 31 日の町との政策懇談会で各
常任委員会から町長に提出しました。
　今後は、政策提言に対する町の取組を各常任委
員会で検証・評価していきます。

＊産業建設常任委員会の検討テーマは「デマンド型交通事業」です。
　今後、専門家のアドバイスを受けながら、デマンド型交通の効率的な運行を研究していきます。

①GIGAスクール推進・活用専門員を配置し、す
べての児童・生徒が授業に参加できるシステム
づくりを行うことを提案する。

②通学方法の公平性、安全面などからスクールバ
ス導入に向けての研究を行うプロジェクトチー
ムの立ち上げを提案する。

議会改革の取組の１つとして
各常任委員会から政策提言を提出！

①保健師・専門職員が在宅の介護認定者等と家族
のケア訪問を行い、困りごと等を傾聴されるこ
とを提案する。

②2050ゼロカーボンに向けて住宅用太陽光パネ
ル及び蓄電池の共同購入事業導入を提案する。

総務文教常任委員会の政策提言総務文教常任委員会の政策提言

民生福祉常任委員会の政策提言民生福祉常任委員会の政策提言

神河町議会だより　79号5 神河町議会だより　79号 4

議
会
改
革
の
取
組

審

議

結

果
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　┃

　
　委
員
会
報
告

　
　┃

　
　政
策
提
言

　
　┃

　

　議会（産業建設常任委員会）から町に
対して政策提言を行いました。この政策
提言は、令和５年８月から調査・研究を
重ねてきたもので、２年間をかけて政策
提言を練り上げました。提言書は11月
５日の町との政策懇談会で町長に提出し
ました。

　本会議で提出された予算や決算、住民の生活に直結する条例
等重要な議案の審査について、各委員会に詳しい審査・調査を
委ねることをいいます。

高校生も食べ盛りでは？
食べ盛り応援神河米事業のアンケ
ートで、小中学生だけでなく、高校

生も給付対象にしてほしいという意見
が多いが、給付対象の拡大はどうか。

この事業は食料支援ではなく、町内
の小中学生に地元のお米を食べて

大きくなってほしいという思いから始
めたので、残り 2 年間も今の状態で進め
ていきたい。

①　スクールバス（園児や児童、生徒の
　　通園・通学用のバス全般）と環状線
　　は、従来どおり交通事業者に運行を
　　委託する。

②　①以外の地域ではコミュニティバ
　　スを廃止し、廃止で生じる交通空白
　　地（時間帯含む）では、自家用有償
　　旅客運送制度を導入し、ドア to ド
　　アでの移動を実現する。

Q

A

農林政策課

他町では国へ予算要望をする際、議
会と町長が一緒になって、国会議員

の紹介で大臣に要望している。当町も要
望活動をやったほうがよいのでは。

全般的なことは、西播磨や県市町長
会で大臣にお願いしている。町単独

で特に要望があるときは、議員と力を合
わせて要望していくことは必要である。

建設課 ひと・まち・みらい課

国への要望活動は？

Q

A

町制20周年記念で石彫モニュメン
トを制作予定であるが、制作予算

1,100万円は高すぎでは。また、議会で
予算審議もしていない中で制作者と話を
されているが、予算の議決を軽視してい
るのでは。

予算を組むにあたり、事業内容や考
え方を検討している。これで決まり

ではない。

Q

A

石彫モニュメントに
1,100万円！？

Report No.3

委員会付託とは？議会
豆知識

たくさん食べて大きくなってね！ 京都府京丹後市で「ささえ合い交通」を学び、
政策提言に活かしました

　町政の各分野における課題を解
決するために、執行機関に対して
議会から具体的な政策を積極的に
提案することです。

政策提言とは？

今後、政策提言に対する町の取組を当委員会で検証・評価していきます。

次のページに
神河町の公共
交通の現状と
課題を記載し
ています。

住民福祉の向上と実態に即した

公共交通のあり方について

提言名

内　容

産業建設常任委員会

産業建設常任委員会から

政策提言書を提出！
町
を

   

動
か
す
！

神河町議会だより　83号神河町議会だより　83号 神河町議会だより　83号神河町議会だより　83号 87 6



議長に就任し、その責任の重さを改めて痛
感いたしております。住民の皆様から信頼
され、期待される神河町議会となるように、
一所懸命に努めてまいります。議会活動へ
のご理解とご指導をお願い申し上げます。

このたびの議会構成替えで、再度、副議長
の重責を担うことになりました。浅学菲才
の身ではありますが、澤田議長をしっかり
と支え、町政発展のため、しっかりと議会
改革に努めてまいります。

　神河町議会では、令和 4 年 4 月に執行された町議会議員選挙が無投票・定数割れであっ
たことを大変重く受け止め、議会改革に取り組んできましたが、より一層の改革を推進
するために特別委員会を設置しました。

議会のあり方ゼミナールとは？
　これからの議会と議員のあり方を考えるセミナーやワークショップ等通じて、目指
すべき姿を参加者と議員が持つことで、今後の議会に必要な制度や環境を見出すとと
もに、議会との関わりを持ち、理解する住民を増やすことで議会の活性化を図ります。

　７月10日に北海道羊蹄山麓町村議会正副
議長会が議会改革の取組について、視察に来
られました。
　議会から議長、議会改革調査特別委員長及
び副委員長が出席し、当町議会の取組状況を
説明し、意見交換を行いました。

澤 田 俊 一 議長澤 田 俊 一 議長 栗 原 　 哉 副議長栗 原 　 哉 副議長

常任委員会 特別委員会

事務組合議会

総務文教

◎ 藤原 資広
○ 小島 義次
　 木村 秀幸
　 　納 良幸
　 安部 重助
　 吉岡 嘉宏
　 栗原 　哉

民生福祉

◎ 松岡 宣彦
○ 小島 義次
　 木村 秀幸
　 小寺 俊輔
　 　納 良幸
　 安部 重助
　 藤森 正晴

産業建設

◎ 藤森 正晴
○ 小寺 俊輔
　 吉岡 嘉宏
　 松岡 宣彦
　 藤原 資広
　 栗原 　哉

議会運営

◎ 安部 重助
○ 藤原 資広
　 松岡 宣彦
　 藤森 正晴
　 栗原 　哉

広報公聴
活動調査

◎ 小島 義次
○ 木村 秀幸
　 小寺 俊輔
　 松岡 宣彦
　 藤原 資広
　 栗原 　哉

議会選出
監査委員
吉岡 嘉宏

◎は委員長、○は副委員長

中播衛生施設

澤田 俊一
松岡 宣彦

中播北部行政

澤田 俊一
栗原 　哉
松岡 宣彦

人権文化

◎ 吉岡 嘉宏
○ 　納 良幸
　 安部 重助
　 藤森 正晴

議会改革調査

◎ 小寺 俊輔
○ 安部 重助
　 小島 義次
　 木村 秀幸
　 　納 良幸

　 吉岡 嘉宏
　 松岡 宣彦
　 藤森 正晴
　 藤原 資広
　 栗原 　哉

○これまでの議会改革の取組
・議会改革を行う町への先進地視察
・神戸国際大学との連携
・常任委員会による政策提言
・意見交換会のすそ野を広げる

○これからの議会改革の取組
・適正な議員報酬と定数の調査
・議会のあり方ゼミナールの開催
※これまでの取組も継続して行います。

議会構成が替わりました！議会構成が替わりました！ 議会改革調査特別委員会を設置！
－ 議員のなり手不足解消を目的に －

北海道羊蹄山麓町村議会
　 正副議長会から視察訪問

特
集
記
事

　
　
　┃

特集特集 特集

意見交換会の様子

神戸国際大学との連携

神河町議会だより　81号神河町議会だより　81号 神河町議会だより　81号神河町議会だより　81号 43 7



　議会だより第84号の表紙題字に応募いただきありがとうございました。応募いた
だいた作品の中から抽選の結果、青木土知さん（寺前区）の作品を採用しました。青
木土知さんに題字を書いてみた感想を伺いました。

　町内在住の小中高生で、議会だより題字の「か
みかわ」を書いていただける方を募集します。長
半紙（書初め用紙）に横書き・ひらがなで「かみ
かわ」と書いていただき、応募用紙とともに議会
事務局に持参ください。応募作品の中から抽選で
決定します。採用時に、顔写真の撮影をさせてい
ただきます。応募お待ちしております！

議会だより第85号の題字の募集期間
令和７年6月20日まで

題字を書いてみて
力強く書きました。
「わ」がお気に入り
です。   　　 　　　

工作に夢中
今は、お菓子やパン、
文房具などをミニチュ
アサイズで作るのに
ハマっています♪

４年生の目標
800ｍ走で自己ベスト
タイムを更新して
いきたい！

　高校生から70歳代までの町民22名とワークショップ等を通して、これからの神河町
議会・議員のあり方を考えてきました。第１ステージでは全６回のゼミナールを開催し、
開催結果は議会ホームページに掲載しています。（下のQRコードから閲覧可）6 回目
の発表会の詳細は３、４ページで紹介しています。

　高校生から70歳代までの町民22名とワークショップ等を通して、これからの神河町
議会・議員のあり方を考えてきました。第１ステージでは全６回のゼミナールを開催し、
開催結果は議会ホームページに掲載しています。（下のQRコードから閲覧可）6 回目
の発表会の詳細は３、４ページで紹介しています。

第１回目　基調講演・パネル

ディスカッション

 

第3回目　ワークショップ

「多くの人が議員をやって

　よいと思えるためには」

第２回目　ワークショップ

「あなたが思う議員像」

 

第４回目　ワークショップ

「あなたが町を変えられる？

　できることから考えよう」

第5回目　ワークショップ

ゼミナール発表会の内容検討
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　２月２日の発表会では、ゼミナール生が４回のワークショップを通して考えた議会の課題
と解決策を議員に対して発表されました。ここでは、発表内容とゼミナール生の感想を紹介
します。
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します。

立候補者を増やすために、議員になるための資質や能力、
心構え等を自身で判断できる「議員適性診断サイト」を作
成してはどうか。自分が立候補するときだけでなく、友人
等に立候補を勧めるきっかけにもなるのでは。
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今の仕事を続けながら議員になるのが難しいので、町の条
例で会社から議員を立候補できるようにしてはどうか。議
員を選出した会社には、町がその方の会社の給与を補てん
することで、会社にもメリットがある制度になるのでは。
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候補者確保、なり手不足解消のために、学校教育の一環で
年１回、「子ども議会」を開催してはどうか。子どもは遊び
の中で議会を学び、子どもを通じてその家族が議会に対し
て興味を持つのではないか。
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がいることから、立候補に必要な費用を町等が負担する「選
挙出馬費用支援制度」を創設してはどうか。制度創設によ
り、立候補者増加を目指す。
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現在の議員報酬22万5,000円では生活は厳しい。議員活動
でかかる費用等を政務活動費で計上するとともに、議員報
酬を30万円前後に引き上げてはどうか。報酬増額分は議
員定数を削減し財源確保してはどうか。
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げていければと思いま
す。
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私たちはこう考える！  議会改革施策

議員の休日は不透明で、長期休暇が取れないという現状が
ある。そこで、「議員活動計画」を策定し、長期休暇を取得
可能にしてはどうか。議員活動計画を公開することで、町
民も議会の動きが分かるというメリットがあるのでは。
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議員落選時や任期満了時に元の職場に戻れるかという不安
があり、立候補しづらい環境がある。会社に休職制度の導
入を働きかけ、復職できる環境を整えることで、自身や家
族の不安を取り除き、議員のなり手不足解消につなげては。
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今の議会には育児や介護等家庭の事情を優先しづらい環境があ
り、それがなり手不足につながっていると考える。そこで、議員
活動とプライベート（育児・介護等）をサポートする「神河町議
会サポーター制度」を創設してはどうか。
神河町議会サポーター制度とは？
①子育て環境改善のため、役場内に託児所を設置。
②議員活動をサポートするため、議員コンシェルジュと
　マネージャーを導入。
③家族の負担軽減のため、月約３万円の議員家族手当を支給。

今の議会には育児や介護等家庭の事情を優先しづらい環境があ
り、それがなり手不足につながっていると考える。そこで、議員
活動とプライベート（育児・介護等）をサポートする「神河町議
会サポーター制度」を創設してはどうか。
神河町議会サポーター制度とは？
①子育て環境改善のため、役場内に託児所を設置。
②議員活動をサポートするため、議員コンシェルジュと
　マネージャーを導入。
③家族の負担軽減のため、月約３万円の議員家族手当を支給。

今、神河町では議員が一人もいない地域と複数名いる地域
とがあり、地域で偏りができている。その偏りをなくすた
め、区長制度を廃止し、各地区から議員１名を選出、40
名の議員で議会を構成する「区長廃止制度・新神河町ビジ
ョン条例」を制定してはどうか。議員がより身近な存在と
なり、町民は相談しやすくなるというメリットがある。　
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ゼミナールに参加してみて 議会改革調査特別委員長
のひとこと
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